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2012 年 1 月 14 日に投開票がおこなわれた台湾総統選挙は，表 1 のように，
51.6%の得票率で約 689 万票を得た国民党の馬英九候補が，得票率 45.6%で約
609 万票の民進党の蔡英文候補，同 2.8%の親民党の宋楚瑜候補を破って再選を
果たした。馬総統の得票率は，前回 2008 年選挙での 58.4%から 6.9 ポイント低
下したが，それでも蔡主席に約 80 万票の差をつけた。攪乱要因になるかと思
われた宋主席はわずか 37 万票に終わった。
同時におこなわれた立法委員選挙でも，表 2 のように国民党は 17 議席減ら
しながらも過半数を上回る 64 議席（選挙区 44，原住民 4，比例区 16）を獲得し
8た。野党では，民進党が 13 議席増やして 40 議席（選挙区 27，原住民 0，比例区
13）を獲得したほか，親民党が 3 議席（選挙区 0，原住民 1，比例区 2），台聯が



























































勢力拡大に成功した。馬英九の得票率は 2004 年の連戦の得票率と比べて 8.5
ポイント増加し 58.4%に達した。これは 1996 年の李登輝の得票率をも上回る
もので歴代最高である。これに対し，これまで拡大してきた民進党の得票率は
減少に転じた。謝長廷の得票率は 41.6%で，2004 年に陳水扁を支持した選挙民
のうち約 2 割が馬英九支持に転じた。民進党の得票率は 2000 年選挙の水準に
まで後退した。

























































との比較，② 2008 年の謝長廷の得票との比較，③ 2004 年の陳水扁の得票との
比較によって，ある程度客観的に議論できるであろう。





ブロック（「北北基」と略記）で 25 ～ 30 万票の負け，「桃園県・新竹県市・苗
栗県」のブロック（「桃竹苗」と略記）で 25 ～ 30 万票の負け，合計すると広域






県・金門県・連江県」を合わせた広域の「東部離島」ブロックは 7 ～ 8 万票の
負けとみていた。これらを総合すると，投票日直前，民進党は 10 ～ 20 万票程
度（得票率で 1 ～ 1.5%程度）のぎりぎりの差での勝利を予想（期待）していた。


































け越し，「南部」で約 53 万票の勝ち越し，「東部離島」は約 13 万票負け越した。
民進党の票読み（期待）と結果とのずれは，「北部」が 42 ～ 52 万票，「中部」
が 23 万票，「南部」が 22 万票，「東部離島」が 5 ～ 6 万票で，すべての地区で
票読み（期待）に届かなかったが，落差が大きいのは「北部」である。報道さ
れる票読みは宣伝の要素が含まれるので額面どおりに受け止める必要はないが，





営の票読みは次の通りである。「北北基」で 40 万票勝ち，「桃竹苗」で 30 万票
勝ち，合計すると「北部」で 70 万票勝ち越し。「中彰投」の「中部」では 20
万票勝ち越し。「高屏」は 20 万票負け，「雲嘉南」は 30 万票負けで，「南部」
は合計 50 万票負け越し，「東部離島」は 10 万票勝ち越しとみていた。この票
読み（期待）と結果とのずれは，「北部」では票読みを 30 万票上回り，「中部」
ではわずか 2 万票の差，「南部」「東部離島」でもそれぞれ 3 万票の差で，国民
党の票読みは極めて正確であった。これらの数字は，選挙情勢を把握する能力
において国民党が民進党を上回っていたことを物語る。
次に，蔡英文の得票状況を，②の 2008 年の謝長廷のそれと比較する。表 4
は地域ブロック別に今回の蔡の得票率が謝長廷の得票率と比べてどれほど伸び
たのかを整理したものである。東部と離島は票数が少ないので検討に入れてい


















党は全部で 73 の選挙区のうち前回は 13 議席しか得ていないが，今回は 14 議
席増やして 27 議席とした。増えた議席数は，「北部」1，「中部」4，「南部」6，
「東部離島」3 である。「南部」の 22 選挙区に限ってみると，民進党は前回の






? 4????????? ??? 2008???????????













? 5????????? ??? 2004???????????



















































得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率 民進党 国民党
台北市 634,565 39.54% 928,717 57.87% 41,448 2.58% 2.57 −5.16 
新北市 1,007,551 43.46% 1,245,673 53.73% 65,269 2.82% 4.52 −7.33 
基隆市 79,562 36.77% 128,294 59.29% 8,533 3.94% 4.50 −8.44 
桃園県 445,308 39.85% 639,151 57.20% 32,927 2.95% 4.49 −7.44 
新竹県 89,741 30.93% 190,797 65.76% 9,599 3.31% 4.95 −8.26 
新竹市 92,632 39.49% 134,728 57.43% 7,216 3.08% 4.19 −7.27 
苗栗県 107,164 33.18% 206,200 63.85% 9,597 2.97% 4.17 −7.14 
台中県 416,628 46.39% 453,640 50.51% 27,887 3.10% 5.23 −8.33 
台中市 262,108 42.21% 338,694 54.54% 20,143 3.24% 3.95 −7.20 
彰化県 340,069 46.49% 369,968 50.58% 21,403 2.93% 4.08 −7.01 
南投県 123,077 42.37% 158,703 54.63% 8,726 3.00% 4.40 −7.40 
雲林県 214,141 55.81% 159,891 41.67% 9,662 2.52% 4.28 −6.80 
嘉義県 181,463 58.58% 120,946 39.04% 7,364 2.38% 4.14 −6.52 
嘉義市 76,711 51.04% 69,535 46.27% 4,042 2.69% 3.43 −6.12 
台南県 389,882 60.57% 238,224 37.01% 15,575 2.42% 4.42 −6.84 
台南市 241,350 53.65% 197,050 43.80% 11,491 2.55% 4.36 −6.91 
高雄県 412,169 55.39% 313,198 42.09% 18,728 2.52% 3.98 −6.50 
高雄市 470,989 51.81% 417,263 45.90% 20,741 2.28% 3.40 −5.69 
屏東県 271,722 55.13% 211,571 42.93% 9,562 1.94% 4.88 −6.82 
宜蘭県 135,156 52.53% 115,496 44.89% 6,652 2.59% 3.95 −6.53 
花蓮県 43,845 25.94% 118,815 70.30% 6,359 3.76% 3.42 −7.18 
台東県 33,417 30.50% 72,823 66.47% 3,313 3.02% 3.82 −6.85 
澎湖県 20,717 45.65% 22,579 49.76% 2,082 4.59% 3.58 −8.17 
金門県 3,193 8.22% 34,676 89.24% 990 2.55% 3.35 −5.89 
連江県 418 8.03% 4,507 86.61% 279 5.36% 3.19 −8.55 








































































養殖魚 果物 族群構成 特殊要因
枋山郷 64.17 11.32 愛文マンゴー 蔡英文父親の出身地
琉球郷 40.15 9.33 
鹽埔郷 54.17 7.66 バナナ
新埤郷 57.59 7.38 パパイア 客家 4 割以上
枋寮郷 58.79 6.71 石斑魚 黑珍珠レンブ，愛文マンゴー
滿州郷 55.39 6.65 バナナ
車城郷 62.95 6.63 
南州郷 61.78 6.16 黑珍珠レンブ
恆春鎮 52.66 5.92 
高樹郷 68.76 5.91 パイナップル，パパイア，バナナ 客家 4 割以上
佳冬郷 64.08 5.59 石斑魚 客家 4 割以上
長治郷 57.50 5.56 パパイア 客家 4 割以上 蘇嘉全の出身地
東港鎮 61.58 5.19 
崁頂郷 63.58 5.07 
林邊郷 62.50 5.05 石斑魚 黑珍珠レンブ
內埔郷 59.70 4.99 パイナップル，パパイア 客家 4 割以上
萬丹郷 60.24 4.98 
萬巒郷 64.62 4.91 パイナップル，バナナ 客家 4 割以上
新園郷 66.84 4.86 
里港郷 64.98 4.63 バナナ
竹田郷 61.96 4.57 客家 4 割以上
牡丹郷 14.02 4.25 原住民 9 割
屏東市 48.02 3.90 外省人比率 9.7% 県内の主要都市部
麟洛郷 61.74 3.85 客家 4 割以上
潮州鎮 55.09 3.68 
九如郷 67.24 3.60 
來義郷 7.40 3.31 愛文マンゴー 原住民 9 割
春日郷 8.50 3.12 原住民 9 割
瑪家郷 13.41 2.69 原住民 9 割
獅子郷 11.97 2.67 愛文マンゴー 原住民 9 割
霧臺郷 16.08 1.74 原住民 9 割
泰武郷 11.01 1.65 愛文マンゴー 原住民 9 割
三地門郷 13.30 1.42 原住民 9 割
（出所）　表 1 と同じ。


















































地　区 蔡の得票率 蔡の伸び幅 閩南系本省人比率 客家比率 外省人比率 原住民比率
龍潭郷 34.49% 5.21 31.9 48.9 12.9 
楊梅鎮 36.35% 5.05 22.9 61.2 6.9 
龜山郷 41.78% 4.82 67.6 14.1 6.9 
新屋郷 50.57% 4.76 22.4 70.0 2.5 
平鎮市 36.99% 4.75 31.3 51.9 9.3 
觀音郷 54.23% 4.68 49.3 40.7 2.5 
八德市 37.49% 4.56 64.6 15.4 13.5 
大園郷 48.88% 4.37 67.7 17.5 3.2 
中壢市 35.14% 4.32 38.3 43.3 8.5 
蘆竹郷 45.61% 4.15 68.3 12.9 7.1 
桃園市 40.69% 4.04 67.4 12.5 8.6 
復興郷 23.19% 3.94 34.9 14.8 3.4 44.6 
大溪鎮 46.00% 3.84 65.6 16.7 9.7 
桃園県 39.85% 4.49 50.8 31.1 8.5 1.6 
（出所）　表 1 と同じ。 
（注） 　族群比率の数字は行政院客家委員会編『99 年至 100 年全國客家人口基礎資料調査研究』

























選挙民の関心の高さを示す投票率は，図 2 のように 2008 年選挙と比較して


















































1 花蓮県 −4.21 
2 基隆市 −4.00 
3 新竹県 −3.26 
4 桃園県 −2.89 
5 新竹市 −2.84 
6 嘉義市 −2.81 
7 高雄市 −2.74 
8 台北市 −2.41 
9 苗栗県 −2.20 
10 新北市 −2.18 
11 台中市 −1.90 
12 台南市 −1.79 
13 彰化県 −1.59 
14 宜蘭県 −1.44 
15 台東県 −1.39 
16 澎湖県 −1.38 
17 雲林県 −1.14 
18 高雄県 −1.13 
19 屏東県 −1.08 
20 南投県 −0.99 
21 台南県 −0.88 
22 台中県 −0.76 




1 台北市 2.57 
2 高雄市 3.40 
3 花蓮県 3.42 
4 嘉義市 3.43 
5 澎湖県 3.58 
6 台東県 3.82 
7 宜蘭県 3.95 
8 台中市 3.95 
9 高雄県 3.98 
10 彰化県 4.08 
11 嘉義県 4.14 
12 苗栗県 4.17 
13 新竹市 4.19 
14 雲林県 4.28 
15 台南市 4.36 
16 南投県 4.40 
17 台南県 4.42 
18 桃園県 4.49 
19 基隆市 4.50 
20 新北市 4.52 
21 屏東県 4.88 
22 新竹県 4.95 







調べるため表 9 と表 10 のふたつの表を整理し直し，0 から＋ 1 または 0 から





















































（１）2010 年 12 月，台中県と台中市，台南県と台南市，高雄県と高雄市が合併し，それ
ぞれ新制の台中市，台南市，高雄市となった。
（２）「郭山輝：盼馬總統速推展 ECFA」（『旺報』2012 年 1 月 15 日）。

